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　毎時数は，Deming氏の表〔Obs．20．373（1897）〕によって，6人の観測者
の揚合に換算した．極大の毎時数は略々午前4時に起つた，之れは1時間中に
数へた数から（1時間の一部に非す）算出したものである．或る1時間中に槻回
した流星の最大数は111個で，共れはOak　Ridgeで十一一月　16日午前3時50分か
ら同4時50分までであった．ごく僅かな除外例はあるが，殆んど総ては星圖に
記入し，出現時刻も記録した．
　Harvardの経回する諸所の観測地と協力して，獅子座流星のスペクトル観
測を計回した人々は，N．　Y．州BrooklynのC．　W．　Elmer氏，　Texas州
Ft．　worthの人々．，カナダのsaskatchewan州saskatoonのJ．　M・Millman
氏，及びWashington山の頂上にある測候所の人々であった．最後のニケ所
では別郭が悪くて，爲眞の撮影は四丁なかったし，又，Elmer氏も，流星の
スペクDレを撮ることには成功しなかった．Taxasの槻測者たちは，：E・0・
M『onnig氏の指導により，十一一一・月　15．ユ6二日，朝26放の撮1影をした．此の人々
は分光爲眞機二つと直接カメラ三つとを使用し，一つの獅子座流星スペクト
ルと，経路の直接爲眞五つとを得た．
　1932年中に撮影された11個の流星スペクトル爲眞は，皆只李均の性質のも
のばかりであって，共の中の若干は微光のため，殆んど何も詳しv・ことはわ
からない．共の九つはiso一乾板であるが，其のほか，紫外線や黄赤線による
流星爲眞は皆不成功であった．調測から高さの決定は，爲眞に撮られた11個
のうち，8個につV・て行はれた．1932年以前に撮られ．た9個を加へると，流星ス
ペクDレの窮眞が撮：られた数は今日までに総計20個となる．云々．〔H．B．891〕
